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一般会計 １４９億１，８６２万５千円

［対前年度比１．１％増］

国民健康保険事業特別会計 ５０億７３６万７千円

［対前年度比２．６％減］

後期高齢者医療特別会計 ７億７，７８５万７千円

［対前年度比７．７％増］

介護保険特別会計 ４１億３，７９５万５千円

［対前年度比４．６％増］

墓地事業特別会計 ４，２２４万２千円

［対前年度比８．４％減］

下水道事業会計 ２１億６，３１９万９千円

［対前年度比２．８％増］

総 額 ２７０億４，７２４万５千円

令和４年度一般会計・特別会計予算額
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１．対前年度比較

（単位：千円、％）

２．予算の特徴

【全 般】

令和４年度当初予算については、その規模は 14,918,625千円で、前年度当初予算と
比べ、160,222千円、1.1％の増加となっている。
増加の内訳については、歳出において、人件費が 194,133 千円、投資的経費が

173,104千円減少したものの、社会保障関連経費である扶助費が 261,856千円増加し
たことなどにより、歳出全体としては 160,222千円の増加となっている。
歳入においては、町民税や固定資産税などの町税が、前年度と比較して一定増加し

ている。また、国の地方財政計画の見通し等により、地方交付税が増加している一方

で、臨時財政対策債が大幅に減少している。

その結果、歳出の増加が歳入を上回り、その財源不足に対応するため、財政調整基

金などから繰入れを行うことで、収支の均衡を図っている。

歳入歳出の主な内容は以下のとおりである。

【歳 入】

① 町税については、町民税において、個人住民税が対前年度比 38,010千円、1.8％の
増加、法人住民税が対前年度比 23,806千円、33.8％の増加となっている。
また、固定資産税については、対前年度比 14,834千円、1.0％の増加となっており、

令和４年度
予 算 額

令和３年度
予 算 額

増減率

歳 入 歳 出 予 算 総 額 14,918,625 14,758,403 １．１

投 資 的 経 費 1,134,553 1,307,657 △１３．２

主な

基金

繰入

額

公共施設整備基金 257,000 240,000 ７．１

財 政 調 整 基 金 291,000 283,000 ２．８

減 債 基 金 200,000 200,000 －

くまとりふるさと

応 援 基 金
435,000 228,000 ９０．８

令和４年度一般会計予算の概要
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軽自動車税については、対前年度比 5,828千円、5.0％の増加となっている。その結果、
町税全体では、対前年度比 100,929千円、2.5％の増加となっている。
② 地方交付税については、地方財政計画の見通し等を踏まえつつ、前年度実績及び税

収等の影響を加味し、対前年度比 240,000千円、7.8％の増加、その代替的性格を持
つ臨時財政対策債については、対前年度比 491,000千円、58.2％の減少となっている。

③ 国庫・府支出金については、新型コロナウイルスワクチン接種に係る国庫負担金や

道路など投資的事業に係る国庫補助金が減少した一方で、社会保障関連経費に係る

国・府負担金や公民館・町民会館整備事業に係る国庫補助金が増加したことなどによ

り、対前年度比 19,519千円、0.5％の増加となっている。
④ 繰入金については、計画的に投資的事業を実施するための財源として公共施設整備

基金繰入金を 257,000千円、公債費に充当する減債基金繰入金を 200,000千円計上し
ている。また、その他一般財源不足に対応するため、財政調整基金繰入金を 291,000
千円計上したことに加え、教育・子育てなどに充当するために、くまとりふるさと応

援基金繰入金を 435,000千円計上している。

【歳 出】

① 人件費については、町立西保育所民営化等に伴う会計年度任用職員報酬の減などに

より、対前年度比 194,133千円、5.8％の減少となっている。
② 扶助費については、民間保育所運営委託料や障がい児通所給付費など社会保障関連

経費の増などにより、対前年度比 261,856千円、7.8％の増加となっている。
③ 物件費については、電子計算システム改修や小学校設置の大型モニター更新などに

より、対前年度比 169,019千円、6.9％の増加となっている。
④ 補助費については、町制施行７０周年記念事業補助金の減などにより、対前年度比

86,886千円、5.5％の減少となっている。
⑤ 投資的経費については、主に、

○公民館・町民会館施設整備工事等 281,370千円
○町立東小学校大規模改造工事 170,683千円
○環境センター排ガス冷却器整備、Ｂ系吸じん機整備 95,597千円
○第１・第３分団消防車更新 70,644千円
○町立熊取中学校トイレ洋式化改修工事 49,940千円
○休場橋橋梁修繕工事 48,000千円
○奥山雨山自然公園施設更新工事 39,000千円
○公民館併設老人憩の家耐震診断業務 23,191千円
○長池オアシス公園駐車場整備工事 18,200千円
などを計上している。
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３．歳入の主な増減

（単位：千円、％）

４．歳出の主な増減

①目的別 （単位：千円、％）

②性質別 （単位：千円、％）

項 目 令和４年度予算額 令和３年度予算額 増減額 増減率

町 税 4,081,789 3,980,860 100,929 ２．５

地方交付税 3,299,000 3,059,000 240,000 ７．８

国庫・府支出金 3,648,317 3,628,798 19,519 ０．５

繰 入 金 1,223,637 985,489 238,148 ２４．２

町 債 856,900 1,356,100 △499,200 △３６．８

項 目 令和４年度予算額 令和３年度予算額 増減額 増減率

総 務 費 1,717,314 1,735,319 △18,005 △１．０

民 生 費 6,512,936 6,574,439 △61,503 △０．９

衛 生 費 1,662,515 1,696,940 △34,425 △２．０

土 木 費 1,086,229 1,329,482 △243,253 △１８．３

教 育 費 2,081,911 1,658,885 423,026 ２５．５

公 債 費 848,626 837,468 11,158 １．３

項 目 令和４年度予算額 令和３年度予算額 増減額 増減率

人 件 費 3,181,622 3,375,755 △194,133 △５．８

扶 助 費 3,602,839 3,340,983 261,856 ７．８

公 債 費 848,626 837,468 11,158 １．３

物 件 費 2,610,443 2,441,424 169,019 ６．９

維持補修費 169,011 182,989 △13,978 △７．６

補 助 費 等 1,486,007 1,572,893 △86,886 △５．５

繰 出 金 1,710,632 1,645,266 65,366 ４．０

投資的経費 1,134,553 1,307,657 △173,104 △１３．２
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令和４年度に実施する主な施策

住民の生命・健康を守ることを第一義として、迅速かつきめ細かく『新型コ

ロナウイルス感染症への対応』に注力するとともに、アフターコロナを見据え

た取組として、『スマートシティの実現に向けたまちづくり』や『未来への投資・

地域活性化』に重点的に取り組む。

また、『SDGs の実現を通じたまちづくり』により、住民の皆様が住み慣れた地

域で、安心して日々を永く楽しく過ごしていただける、持続可能なまちづくり

を推進する。

※各事業における事業費については、主な施策に係るもののみを抽出している

ため、予算書の事業別予算額とは一致しない場合がある。

１『新型コロナウイルス感染症への対応』

①感染症対策事業【3,227 千円】継続

○関西医療大学との連携により、令和２年度に構築した「PCR 検査体制（熊

取モデル）」を引き続き維持し、医療崩壊の防止と住民の不安軽減を図る。

②新型コロナウイルスワクチン接種事業【111,233 千円】継続

○順次進めている「３回目接種」について、関係機関の協力を得ながら、住

民の皆様の速やかな接種に努める。

③町内循環バス運行事業【3,434 千円】継続

○感染拡大により影響を受けている住民生活・地域経済を支援するため、ひ

まわりバスの無料化を継続する。

２『スマートシティの実現に向けたまちづくり』

④電子計算システム整備事業【51,302 千円】新規

○住民票や印鑑登録証明書、課税証明書などの交付における窓口で手数料を

支払う際のキャッシュレス化や、子育て・介護関連手続におけるマイナン

バーカードを用いたオンライン手続の導入など「行政 DX」を進める。

⑤職員一般事務経費・電子計算システム整備事業【29,424 千円】新規

○「文書管理システム」を導入し、ペーパーレス化や文書の検索性の向上及

び決裁手続の電子化を進めるとともに、「チャットツール」を導入し、職

員間の業務連絡などの円滑化・効率化を図り、役場内部の事務のデジタル

化を進める。
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⑥小学校保健事業・中学校保健事業【521 千円】新規

○コロナ禍における子どもたちの日常の検温確認・集計に「健康観察アプリ」

を導入し、体調の適正管理と教職員の負担軽減につなげる。

⑦図書館運営事業・小学校［中学校］教育振興事業【7,186 千円】新規

○インターネットを通じていつでも電子書籍の貸出・返却・閲覧ができる電

子図書館システムを導入し、図書館利用が困難な方や図書館をあまり利用

していない層への新たなサービスを提供するとともに、町立小・中学校の

図書館において「蔵書検索システム」を導入し、図書検索の迅速化と蔵書

管理の効率化を図る。

３ 『SDGsの実現を通じたまちづくり』
⑧環境一般事務経費【397 千円】新規

○「熊取町エコプロジェクト」に基づく、プラスチックごみの削減に係る新

たな取組として、ひまわりドームや永楽ゆめの森公園及び各小学校に給水

機を設置し、マイボトルの普及に向けた積極的な啓発を図る。

⑨小学校給食事業【5,610 千円】新規

○持続可能な開発のための教育、いわゆる ESD の取組のひとつとして、令和

３年度に中央小学校にて試験導入していた生ごみ処理機について、小学校

全校に本格導入し、子どもたちに生きた環境教育の機会を提供する。

４ 『未来への投資・地域活性化』

⑩子ども医療費助成事業【14,775 千円】拡充

○「子育てしやすいまちくまとり」の魅力をさらに高めるべく、子ども医療

費の助成対象を令和４年１０月から１８歳到達年度末まで拡充する。

⑪産業活性化基金事業【26,448 千円】拡充

○「産業活性化基金事業」を増額のうえ、令和３年度に策定の産業振興アク

ションプログラムに基づき、魅力的かつ効果的な補助メニューに大幅に拡

充し、町内の中小企業者、農業者に対して継続した支援を行うことにより、

さらなる産業活性化を図る。

⑫老人憩の家維持管理事業【23,191 千円】拡充

○地域交流や介護予防の拠点施設である老人憩の家について、公共施設等総

合管理計画等に基づき、令和４年度は地区公民館併設の老人憩の家に係る

耐震化に向けた耐震診断を実施する。
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⑬公民館・町民会館整備事業【281,370 千円】継続

○令和６年４月のリニューアルオープンに向けて、実施設計業務を令和４年

度上半期に完了し、整備工事に着手する。


